
 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２５日（月）の２校時、「不審者対応訓練」を実施しました。 

２３年前の２００１年６月８日、「大阪教育大学附属池田小学校児童

殺傷事件」が発生しました。校舎内に出刃包丁を持った男が自動車専用

門から校内に侵入し、校舎１階にある１年生と２年生の教室で児童を殺

傷した事件です。児童１３名、教諭２名が重軽傷を負い、児童８名が死

亡しました。襲撃した男の背景やその後の裁判など、多くの注目を集め

た事件です。この事件が大きなきっかけとなり、教育現場の防犯や安全

対策を強化することになりました。文部科学省も事件翌年の２００２年

１２月に「学校への不審者侵入時の危機管理マニュアル」を作成しました。 

これを受け、北九州市の学校でも、校門を閉める、各教室にインターホンを

設置する、さすまたを設置するなどの措置が取られ、不審者に対応する訓練や

犯罪から身を守る訓練が学校で行われるようになりました。 

中島小学校でも、毎年先生たちが不審者役をして不審者対応訓練をしていま

すが、今年は、小倉北警察署の方に不審者役をしていただき、訓練を行いました。子どもた

ちは担任の指示をよく聞き、教室内で静かに待機することができました。その後、体育館に

集合し、小倉北警察署の方から命を守るための話を伺いました。訓練後、職員の動きについ

ても助言をいただきました。 

もし不審者が校内に入ってきたら…避難訓練をしていないと、ほとんどの人は冷静で落ち

着いた行動をとれなくなります。そうならないように、毎年避難訓練を行っています。 
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令和６年１２月６日（金）発行 
校長 栗 原 友 恵   

北九州市小倉北区昭和町１６番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/nakashima-e/ 
TEL:（０９３）９２１－１６９０ 

＜学校教育目標＞ 
体・徳・知 調和のとれた心身ともに健康な子どもの育成 
＜目指す子ども像＞ 
○相手の立場に立って考える思いやりのある子ども 
○すすんで学び、自ら考え、表現する子ども 
○元気に学び、すすんで運動に取り組む子ども 
＜目指す学校像＞ 
○安全な学校 〇温かい学校  
○笑顔があふれる学校 
○「中島小大好き」と言える学校 
○成長（学習）し続ける学校 
○保護者・地域・関係機関と連携する学校 

  なかしま 

不審者対応の避難訓練を実施しました！ 

さすまた 

地図記号 消防署 昔使っていた火を消すための道具「刺股

（さすまた）」を図式化したもの。消火活動

の際に、延焼を防ぐために家屋を壊すのに

使用していました。（現在は防犯器具として

使用されています。）消防署、支所、出張所

など消防車があるところを表しています。 

１１月２２日（金）、４年生は天文学習のため、スペース LABOに行きました。スペ

ース LABOは、令和４年４月にスペースワールド跡地にオープンした科学館です。北九

州市と科学をテーマにした１階展示室、不思議な科学現象をテーマにした２階展示室、

そしてプラネタリウムと宇宙をテーマにした３階展示室。国内最大級の最新鋭プラネタ

リウムや、大型竜巻発生装置をはじめ、不思議な科学現象を体験・体感しながら学べる

展示に感動しました。また、トイレや階段などあちこちに科学を楽しむ要素がちりばめ

られていて、日頃できない体験をたくさんすることができました。子どもたちは大喜び

で、あっという間に時間が過ぎていきました。 

天文学習に行ってきました！ （４年生） 

理科の出前授業がありました！ （３年生） 

１１月２２日（金）、３年生の出前授業がありました。「小学校応援団」の木のおも

ちゃ工房「あおむし」の方を講師にお招きし、理科の授業をしていただきました。内容

は『木のからくりおもちゃで遊んで学ぼう』です。理科の内容に工作を取り入れた学習

で、５つのグループに分かれ、それぞれのグループで協力してからくり装置を作りまし

た。何度も試しながら仕かけを工夫し、いざ本番！残念ながら、本番では成功しなかっ

たグループもありましたが、みんな楽しそうに取り組んでいました。 

北九州の企業が志をもって結束し、小学校を支援することを 

目的として発足した「小学校応援団」。（詳しくは学校通信第 

１５号に掲載）中島小学校でも、走り方教室、６年生の理科の 

出前授業、そして今回の３年生の理科の出前授業等、たくさん 

お世話になり、子どもたちの成長を応援していただいています。 

１２月４日（水）から８日（日）までの５日間は、家庭学習週間です。家庭学習の目標や学習す

る内容を自ら設定し、主体的に学習する習慣を付けることがねらいです。家庭学習週間をき

っかけに、「学習」「遊び」などの時間の使い方も意識できるようになってほしいと思います。 


